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若
越
郷
土
研
究
総
索
引

若
越
郷
土
研
究
総
索
引
(
三
)

自
一
四
六
号
(
第
二
六
巻
一
号
)

至
一
八
一
号
(
第
二
二
巻
六
号
)

A 

通
巻
号
別
総
目
次

数
字
は
各
巻
ご
と
の
通
し
頁
数

ニ
六
巻
(
昭
和
五
六
)

一
四
六
号

脇
本
庄

松
平
春
巌
に
つ
い
て
の
謎

敦
賀
県
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書

-
B
A
 一

四
七
号

周
縁
に
お
け
る
同
族
神
の
祭

ロ
い
丸
子
旨
凶

-首

m
v廿
川
安
問
山

敦
賀
県
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書

つム
一
四
八
回
守

福
井
の
絵
画
史
・
原
初
絵
画

及
び
大
和
絵
前
史

遭
難
船
と
髭
の
奉
納

小

泉

義

博

杉
本
伊
佐
美

杉
原

金
田

杉
原

松

村

忠

把

刀
禰
勇
太
郎

丈
夫

久
環

丈
夫

八
一
五

福
井
県
郷
土
研
究
の
動
向

昭
和
五
五
年

向
山
の
正
月
御
神
事
山

敦
賀
県
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書

qu 一
四
九
号

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村
山

山
伏
と
定
宿

向
山
の
正
月
御
神
事
問

橘
曙
覧
歌
集
脱
落
一
首
そ

の
他
一
五

O
号

中
根
雪
江
名
号
考

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村
山

一
五
一
号

葛
原
の
御
名
代
説
の
究
明
と

そ
の
周
辺

若
越
郷
土
研
究
総
索
引
間

ニ
七
巻
(
昭
和
五
七
)

一一一二五

一
五
ニ
号

河
口
・
坪
江
庄
の
地
名

北
陸
道
に
つ
い
て

杉舟
本沢

杉
原

十三桜小
本井泉

辻
森

伴
五
十
嗣
郎

小

泉

義

博

原白
崎
昭
一
郎

上

杉

喜

寿
茂
寿樹

四四
二 O

丈
夫

四
五

義
博

世
需
刀寿

五五四
九六七

秀
英

。六一二六八

健
男

七
九
八
二
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新
光
寺
出
土
の
石
冠

一
五
三
国
守

聞
き
書
き
抄

獅
子
渡
り
l

福
井
市
本
堂
町
l

伴
信
友
と
そ
の
和
歌

実
明
院
功
存
に
つ
い
て

一
五
回
号

天
明
三
年
の
出
来
事
大
野

盆

地

内

!

寄
川
の
新
資
料

家
久
村
新
旧
字
名
対
照
表

一
五
五
号

橘
曙
覧
翁
短
歌
拾
遺
雑
録

福
井
史
話

聞
き
書
き
抄

ω

一
五
六
号

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂

関
(
上
)

聞
き
書
き
抄
附

坂
野
二
歳
の
こ
と

雨
乞
い
民
俗

一
五
七
号

織
田
信
長
の
第
一
次
越
前
支 三

十
二
巻
三
号

山
本

高
岡
喜
代
子

杉

原

丈

夫

辻

森

秀

英

杉
本
伊
佐
美

坂

田

玉

子

面

野

藤

志

竹
内
伍
兵
衛

水

島

直

文

笈

田

清

士

高
岡
喜
代
子

小

泉

義

博

高
岡
喜
代
子

坂
野
作
三
郎

杉
本
伊
佐
美

昭
治

九六二七
一一一二
四一四
五

六五四
二七九

七七七六
九八六五 五

J
U
I
J
 

孫
自
什
リ

「
福
井
県
の
経
塚
」
追
録

「
幸
若
舞
曲
研
究
L

紹
介
と

と
も
に

多
国
善
四
郎
に
つ
い
て

ニ
八
巻
(
昭
和
五
八
)

一
五
八
号

三
国
に
残
る
御
城
米
廻
船
難

破
の
記
録

ω

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂

関
(
中
)

三
秀
園
・
物
産
館
の
思
い
出

(
福
井
史
話
凶
)

多
国
善
四
郎
の
こ
と

一
五
九
号

九
里
半
街
道
と
大
杉
・
保
坂

関
(
下
)

織
田
信
長
の
第
二
次
越
前
支

J
u
-
-

両
口
内
九
円

聞
き
書
き
抄
凶

一
六

O
号

敦
賀
の
釘
鍛
冶

山大
本原

久

保

日

参

三
田
村
保
正

面
野泉

杉笈
原因泉

大

原

陵

路

高
岡
喜
代
子

刀
禰
勇
太
郎

昭陵
治路

八八
八一

九
三
九
五

藤
志

義
博

丈清
夫士

義
博

一一一 八

三
国
に
残
る
御
城
米
廻
船
難

破
の
記
録
凶

曲
直
瀬
道
三
の
寸
茶
の
湯
起

請
文
し
に
つ
い
て

一
六
一
口
守

「
昭
和
恐
慌
」
下
の
福
井
県

の
農
民
層
分
解
に
つ
い
て

朝
日
観
音
堂
の
党
鐘
銘
に
就

い
て

ロ
。
え
ア
白
色
日
戸
(
大
高
)
の

蘭
文
政
文
の
再
考

一
六
一
一
口
守

中
世
初
期
の
高
浜
町

「
朝
倉
叢
書
」
と
「
朝
倉
家

三
事
」

若
越
諸
藩
の
藩
校
教
育
の
特

質
獅
子
と
虎
の
話

一
六
三
国
守

塩
津
街
道
と
荒
地
中
山
関

グ
リ
フ
ィ
ス
の
化
学
実
験
室

の
写
真
に
つ
い
て

朝
日
村
志
の
復
刻
に
つ
い
て

一一一一
一
五七0 三

面
野

岩
治上

久
保

岩
治

桜
井

久
保

三

上

一

夫

杉
本
伊
佐
美

泉
久山
保下

藤
志

四
0 

勇

四
七

夫

四
九

日
参

五
八

勇

~ ノ、

帯
万

六
五

日
参

七七七
七四

義
博

J¥. 

日英
参ー

八
九
九
三
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一
六
回
号

足
代
弘
訓
と
東
条
義
門

源
義
経
の
北
国
落
と
越
中
伝

説
出
稼
ぎ
、
行
商
の
実
態
に
つ

い
て

足
羽
と
い
う
地
名

一
六
五
号

白
山
山
麓
地
帯
の
真
宗
発
展

と
道
場
の
研
究
川

道
守
・
糞
置
両
庄
条
里
の
一

元
的
把
握

金
津
町
南
疋
田
村
落
誌

ω

一
六
六
ロ
一
勺

朝
日
町
原
始
遺
跡
及
び
其
の

遺
物
の
一
斑
に
関
し
て

金
津
町
南
疋
田
村
落
誌
凶

一
六
七
号

白
山
山
麓
地
帯
の
真
宗
発
展

と
道
場
の
研
究

ω

若
越
郷
土
研
究
総
索
引

杉
本
伊
佐
美

辻
森

石
崎

杉
本
伊
佐
美

杉

原

丈

夫

坪
内

白
崎
昭
一
郎

坂

本

豊

坂久
本保

坪
内

九
五

秀
英

直
義三E

目

八三

日
参豊三E

目

四
九 七

宮
内
省
御
用
写
真
師

手
陽

金
津
町
南
疋
田
村
落
誌
凶

物
価
の
変
動

一
六
八
号

鯖
江
藩
に
お
け
る
他
国
稼
ぎ

の
取
締
り
に
つ
い
て

金
津
町
南
疋
田
村
落
誌
凶

一
六
九
号

継
体
天
皇
ご
発
祥
に
関
す
る

研
究
川

ト
イ
レ
雑
考
若
狭
の
農
山

村
を
中
心
に
し
て

我
家
に
あ
る
古
書
類

一一一一一五七

一
O
巻
(
昭
和
六

O
)

九八

一
七

O
号

福
井
県
下
の
地
主
制
展
開
過

程
の
一
考
察

若
狭
青
葉
周
辺
山
麓
の
木
地

部
落
一
七
一
号

滝
谷
寺
文
書
に
つ
い
て

丸
木

光

山

香

至

坂

本

豊

杉
本
伊
佐
美

万
繭
勇
太
郎

坂

本

豊

斎
藤
輿
次
兵
衛

小

林

一

男

杉
本
伊
佐
美

上
杉
本

土
屋

五
六
六

O
ムハ=一

七六
六五

八九八
四六

夫寿
久
雄

四

継
体
天
皇
ご
発
祥
に
関
す
る

研
究
山

一
七
二
号

福
井
県
下
の
「
町
村
是
」
設

定
と
現
存
状
況

河
和
田
町
の
今
昔

一
七
三
号

今
南
東
郡
・
六
新
田
木
地
村

落
の
構
造

ω

継
体
天
皇
ご
発
祥
に
関
す
る

研
究
同

一
七
四
号

北
陸
広
域
自
由
民
権
の
史
的

性
格

郁
子
の
実
と
ワ
タ
カ
鳥
浜

貝
塚
傍
観
記

一
七
五
号

三
国
俳
壇
資
料
、

今
南
東
郡
・
六
新
田
木
地
村

落
の
構
造
問

町
村
誌
の
誤
記
対
策
と
ニ
ユ

ー
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
史

九

料
の
再
利
用

斎
藤
典
次
兵
衛

小

谷

正

典

杉
本
伊
佐
美

杉
本

斎
藤
興
次
兵
衛

上
永
江

面
野

杉
本

春
松

八
三
五
四
八

寿

五五
七

夫

六
七

秀
雄

七
五

藤
志

八

寿

八
五

進

九
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二
巻
(
昭
和
六
ご

一
七
六
号

中
世
後
半
の
高
浜
に
つ
い
て

鯖
江
市
平
等
会
寺
蔵
史
料
一

覧一
七
七
号

溝
江
文
書
と
関
ヶ
原
の
役
川

今
南
東
郡
・
六
新
田
木
地
村

落
の
構
造

ω

一
七
八
号

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝

領
に
つ
い
て
(
上
)

溝
江
文
書
と
関
ヶ
原
の
役
凶

児
童
・
幼
児
の
遊
戯
唄

i
大

正
初
期

i

一
七
九
号

井
上
翼
章
に
つ
い
て

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝

領
に
つ
い
て
(
中
)

壬
申
戸
籍
と
守
札
(
氏
子
札
)

明
治
末
期
の
今
立
郡

三
十
二
巻
三
号

桜
井

久
保

土
屋

杉
本

土河
屋村

久
保

谷
口

河
村

春

松

進

一

杉
本
伊
佐
美

帯
万

日
参

久
雄寿

久昭
雄一

四三

日
参

阻
九

初
意

五

日召

五
七

六
O
六
五 七

一
八

O
号

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)
の
伝

領
に
つ
い
て
(
下
)

壬
申
戸
籍
と
守
札
(
氏
子
札
)

つ〆
ω一

八
一
号

戦
時
下
農
村
構
造
の
再
編
に

つ
い
て

今
南
東
郡
・
六
新
田
木
地
村

落
の
構
造
凶

B 

著
者
索
引

河
村

春
松上

宇多
本

sg 進
夫

八

寿

九
五

題
名
の
長
い
も
の
は
最
初
の
八
字
で

切
っ
て
あ
る
。
数
字
は
巻
数
と
頁
数

ア

行

岩石
治崎

直
義
勇
一

源
義
経
の
北
国
落
と

曲
直
瀬
道
三
の
「
+
糸

口
0
0同
『

l
Z
色
白
伊
(
大

北
陸
道
に
つ
い
て

福
井
史
話

三
秀
園
・
物
産
館
の

織
田
信
長
の
第
一
次

笈上
回杉

j青喜
士寿

大
原

陵
路

巻二九
二
八
二
八
二
七
二
七
二
八
二
七

八一五一六四 宮

一三七一二七七只
六
七

七
七

面小
野谷

i可金
村田

久
保泉

正
血
ハ

藤
志

織
田
信
長
の
第
二
次

福
井
県
下
の
「
町
村

寄
川
の
新
資
料

三
国
に
残
る
御
城
米

三
国
に
残
る
御
城
米

三
国
俳
壇
資
料

カ

行

久
埠
昭
一

周
縁
に
お
け
る
同
族

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)

足
羽
御
厨
(
足
羽
庄
)

「
幸
若
舞
曲
研
究
」

朝
日
観
音
堂
の
党
鐘

「
朝
倉
叢
書
」
と
「

朝
日
村
志
の
復
刻
に

朝
日
町
原
始
遺
跡
及

鯖
江
市
平
等
会
寺
蔵

児
童
・
幼
児
の
遊
戯

脇
本
庄

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ

九
里
半
街
道
と
大
杉

日
参

義
博

二
八
三

O
二
七
二
八
二
八
三

O

一一一一一
三
五
四
二

四
O
八

七六六六一一九八八八七一一一六

六六四 四一一九七五九六五三一
五八七一九三八三一八三七七三五
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林
斎
藤
輿
次
兵
衛

坂

田

王

子

坂
野
作
三
郎

坂

本

豊

桜
井

白
崎
昭
一
郎

杉
原
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男

九
里
半
街
道
と
大
杉

九
里
半
街
道
と
大
杉

塩
津
街
道
と
荒
地
中

ト
イ
レ
雑
考
l
若
狭

サ

行

帯
十
万

継
体
天
皇
ご
発
祥
に

継
体
天
皇
ご
発
祥
に

継
体
天
皇
ご
発
祥
に

天
明
三
年
の
出
来
事

坂
野
二
蔵
の
こ
と

金
津
町
南
疋
田
村
落

金
津
町
南
疋
田
村
落

金
浬
町
南
疋
田
村
落

金
津
町
南
疋
田
村
落

中
世
初
期
の
高
浜
町

中
世
後
半
の
高
浜
に

山
伏
と
定
宿

河
口
・
坪
江
庄
の
地

道
守
・
糞
置
両
圧
条

敦
賀
県
に
お
け
る
旧

敦
賀
県
に
お
け
る
旧

敦
賀
県
に
お
け
る
旧

丈
夫

若
越
郷
土
研
究
総
索
引

九八八八

八八一
六一七八

六六六九七六一八九九九九七七 o0 九

四二一二 五 六七六二二七三五二八
五八三三一六一五六 O 九八八三七八一

杉
本
伊
佐
美

杉
本

高
岡
喜
代
子 寿

獅
子
渡
り

l
福
井
市

多
田
善
四
郎
の
こ
と

足
羽
と
い
う
地
名

松
平
春
巌
に
つ
い
て

実
明
院
功
存
に
つ
い

雨
乞
い
民
俗

獅
子
と
虎
の
話

杉
本
五
助
に
つ
い
て

出
稼
ぎ
、
行
商
の
実

物
価
の
変
動

我
家
に
あ
る
古
書
類

河
和
田
町
の
今
昔

明
治
末
期
の
今
立
郡

向
山
の
正
月
御
神
事

向
山
の
正
月
御
神
事

若
狭
青
葉
周
辺
山
麓

今
南
東
郡
・
六
新
田

今
南
東
郡
・
六
新
田

今
南
東
郡
・
六
新
田

今
南
東
郡
・
六
新
国

タ

行
開
き
書
き
抄
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七

竹
内
伍
兵
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意

辻

森

秀

英

土
屋
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刀
禰
勇
太
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永
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松

久
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聞
き
書
き
抄
凶

聞
き
書
き
抄
同

聞
き
書
き
抄
凶

家
久
村
新
旧
字
名
対

井
上
翼
章
に
つ
い
て

橘
曙
覧
歌
集
脱
落

伴
信
友
と
そ
の
和
歌

足
代
弘
訓
と
東
条
義

滝
谷
寺
文
書
に
つ
い

溝
江
文
書
と
関
ヶ
原

溝
江
文
書
と
関
ヶ
原

白
山
山
麓
地
帯
の
真

白
山
山
麓
地
帯
の
真

遭
難
船
と
留
の
奉
納

敦
賀
の
釘
鍛
冶

鯖
江
藩
に
お
け
る
他

= 日
ナ

行

秀
雄

榔
子
の
実
と
ワ
タ
カ
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進健
一男

葛
原
の
御
名
代
説
の

町
村
誌
の
誤
記
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策
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伴
五
十
嗣
郎

舟

沢

茂

樹

三松
上村

水

島

直

文

三
田
村
保
正

光

山

香

至

山
下
山
本

若
越
郷
土
研
究

三
十
二
巻
三
号

壬
申
戸
籍
と
守
札
川

壬
申
戸
籍
と
守
札
凶

中
根
雪
江
名
号
考

福
井
県
郷
土
研
究
の

マ

行

一一申'l!i、
夫柁

福
井
の
絵
画
史
原

「
昭
和
恐
慌
L

下
の

若
越
諸
藩
の
藩
校
教

福
井
県
下
の
地
主
制

北
陸
広
域
自
由
民
権

戦
時
下
農
村
構
造
の

橘
曙
覧
翁
短
歌
拾
遺

多
国
善
四
郎
に
つ
い

宮
内
省
御
用
写
真
師

ヤ

行

昭英
治ー

ク
リ
フ
ィ
ス
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化
学

新
光
寺
出
土
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石
冠
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福
井
県
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経
塚
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